
 

研修医日記 

作成者：山一 真彦（2年次） 

皆さん、こんにちは。山一です。 

 

寒いです。とっても寒いですね。病院から望む釜臥山も雪化粧です。毎年のこととはいえ、

とうとうこの季節がやってきたかぁと痛む腰をさすりながら思ってしまいます。 

 

さて、天台宗の開祖、伝教大師・最澄の教えに「一隅を照らす、これすなわち国宝なり」

というものがあります。比叡山延暦寺にはここかしこにこの言葉が掲げられています。私

自身はそれほど信心深いほうではないですし、天台宗の回し者でもありませんが、一度延

暦寺を訪れたときに感銘を受けた言葉です。個人的な勝手な解釈をしていますが、どこに

いてもどんな立場であっても自分の置かれた状況の中で全力を尽くしなさいという意味だ

と思っています。 

 

そんなことをふと思いながら今日もまた 1 日が始まっていきます。残り少ない研修期間に

なりましたが、下北地方の医療に貢献できるよう、微力ながら一隅を照らしていきたいと

思っています。 

 

皆さんも、風邪などひかず、一隅を照らしつつ健康でお過ごしください。 

 

※⽇記の作成⽇と当ページへの掲載⽇は異なる場合があります。 


